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「
も
う
一
度
は
じ
め
か
ら
!!
」
と
指
揮

者
・
佐さ

藤と
う

正ま
さ

人と

さ
ん
の
厳
し
い
声
が

場
内
に
響
き
ま
す
。
出
だ
し
の
音
の
強

弱
、
合
奏
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
わ
ず

か
な
違
い
に
細
か
く
指
示
が
飛
び
、
全

員
が
納
得
い
く
ま
で
繰
り
返
し
ま
す
。

　

川
越
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
卒
業

生
約
四
十
人
が
集
ま
り
、
は
じ
め
た
の

が
き
っ
か
け
。
発
足
し
て
か
ら
数
年
が

た
つ
と
、
仕
事
や
家
庭
の
事
情
な
ど
か

ら
、
本
格
的
な
活
動
が
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
2
年
に

指
揮
者
と
し
て
佐
藤
さ
ん
を
迎
え
て
か

ら
。
楽
団
の
技
術
は
飛
躍
的
に
向
上
し

ま
し
た
。
県
や
西
関
東
の
大
会
に
毎
年

の
よ
う
に
出
場
し
、
全
国
大
会
で
も
金

賞
を
受
賞
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
約
七
十
人
。
教

師
、
住
職
、
看
護
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
の
音
楽
好
き
が
集
ま
り
、
毎
週
土

曜
日
と
日
曜
日
、
北
部
地
域
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
に
、
童
謡
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
ど
幅
広
い
楽
曲
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。

 

「
メ
ン
バ
ー
は
、
仕
事
や
家
庭
の
都
合

を
あ
わ
せ
、練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

全
員
そ
ろ
っ
て
の
練
習
は
、
な
か
な
か

で
き
な
い
の
で
苦
労
し
て
い
ま
す
」
と

副
団
長
の
福ふ

く

田だ

彩あ
や

子こ

さ
ん（
今
成
四
丁

目
）。

　

団
の
自
慢
は
、
聴
い
て
い
る
人
が
気

持
ち
良
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
、
重
厚

か
つ
ク
リ
ア
ー
な
音
色
。

 

「
皆
で
ひ
と
つ
の
音
楽
を
作
り
上
げ
、

演
奏
会
で
う
ま
く
演
奏
で
き
た
と
き

は
、達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
そ
の
時
い
た
だ
く
拍

手
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
団
長

の
石い

し

川か
わ

龍た
つ

彦ひ
こ

さ
ん
。

　

10
月
、
名
古
屋
市
で
行
わ
れ
る
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
職
場
・
一
般

の
部
に
西
関
東
代
表
と
し
て
出
場
。
総

勢
二
十
五
団
体
が
演
奏
を
競
い
合
い
ま

す
。「
目
標
は
、
金
賞
で
す
」
と
石
川

さ
ん
は
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

川
越
奏
和
奏
友
会
吹
奏
楽
団
は
、
広
く
市
民
が
参
加
で
き
る
吹

奏
楽
団
と
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
に
発
足
。
小
中
学
校
か
ら
の
依

頼
演
奏
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
は
じ
め
、
定
期
演
奏
会

や
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
参
加
。
10
月
に
開
催
さ
れ
る
、
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
金
賞
を
目
指
し
ま
す
。

全日本吹奏楽コンクールに向けて
表通り裏通り

常任指揮者の佐藤さん

指揮者のタクトに合わせ、音も心もひとつにして演奏の完成度を上げていきます
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「
優
勝
が
決
ま
っ
た
時
、
コ
ー
チ
と
抱
き
あ
っ
て
喜
び

ま
し
た
」。
名
細
中
学
校
3
年
生
の
荻
野
さ
ん
は
、
沖
縄

県
で
開
催
さ
れ
た
、
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
に
出
場
し
、

初
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

祖
父
や
両
親
も
柔
道
経
験
の
あ
る
柔
道
一
家
に
生
ま

れ
、
2
歳
の
こ
ろ
か
ら
柔
道
着
を
ま
と
い
、
小
学
校
か
ら

本
格
的
に
習
い
始
め
ま
し
た
。
コ
ー
チ
は
お
母
さ
ん
。「
練

習
の
時
は
と
て
も
厳
し
く
、
怒
ら
れ
て
ば
か
り
」。
と
荻

野
さ
ん
。

　

中
学
1
・
2
年
生
の
時
は
、
全
国
大
会
出
場
権
を
か
け

た
県
大
会
の
決
勝
戦
で
敗
れ
、悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
今
年
こ
そ
は
、
全
国
大
会
へ
」
と
気
持
ち
を
込

め
て
、
練
習
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
柔
道
を
続
け
て
き
た

こ
と
で
身
に
付
い
た
こ
と
は
、
我
慢
強
さ
と
集
中
力
。
得

意
技
は
大
内
刈
り
。
全
国
大
会
の
二
回
戦
で
は
、
一
緒
に

練
習
し
た
こ
と
の
あ
る
強
豪
の
大
阪
府
代
表
と
対
戦
。
こ

こ
で
、「
自
分
の
柔
道
を
や
る
ぞ
」
と
の
集
中
力
が
勝
利

に
つ
な
が
り
、
こ
の
後
の
対
戦
も
有
利
に
戦
え
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
を
尋
ね
る

と
「
ま
だ
分
か
り
ま
せ

ん
。
大
好
き
な
柔
道
を

続
け
る
こ
と
が
、
今
は

楽
し
い
で
す
」
と
さ
わ

や
か
な
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

70人で曳
ひ

き綱を新調
　岐阜県・飛騨での修理を終え、3年ぶりに戻ってくる松江町2丁目の山

車を迎えようと、9月26日㈯に曳き綱が作られました。松江町2丁目と、山

車所有の近隣町内の皆さん約70人が鏡山酒蔵跡地に集結。装置の3か

所に3本ずつ荒縄を結び、一度により上げます。仕上がった3本の綱にそ

れぞれ赤・白・緑の布を巻き付けます。最後にそれらをまとめ、直径約

6cm、長さ35m の1本の綱ができあがります。完成まで約3時間。「山車

の化粧幕に使われた緑色を綱にも取り入れました。新しくなった山車ととも

に、ぜひ見に来てください」と松江町2丁目自治会長・西
にし

澤
ざわ

堅
けん

さん（69歳）。

　今回で4回目となった「川越を描くビエンナーレ」。回を重ねるごとに、全国から力作が応

募されてきます。大賞に選ばれたのは、半
はん

山
やま

修
しゅう

平
へい

さん（狭山市）が描いた、「小江戸川越Ⅱ」。

　「川越には魅力的な場所がたくさんありますね。その中で、川越の象徴である、時の鐘と蔵造

りの建物などを描きたかった。静かな雰囲気と、街が歩んできた歳月を表現しました」と半山さん。

30号（約縦90cm× 横70cm) のこの作品は、川越市に寄贈されました。

全国から461点の応募

2人合わせて211歳！
　現在の市内最高齢

者は、女性が107歳

の粕
かす

谷
や

リ
り

ヱ
え

さん（古谷

本 郷 ）、 男 性 が104

歳の齊
さい

藤
とう

邦
くに

藏
ぞう

さん（寺

山）。9月19日㈯、長寿を記念して、川合善明川越市長が2人の自宅を訪問し、記

念品を手渡しました。「お2人とも、100歳を過ぎてこれだけ元気でいられるのはすご

いですね。あやかりたいです」と川合市長。

「畑仕事が楽しみ」
と粕谷さん

「目も良く見え歯も丈夫」な齊藤さん

最初の作業は 80ｍにも及ぶ大がかりなもの


